
島本町都市計画マスタープラン
改訂に係るワークショップ

第１回

日時：令和3年4月24日（土）10時から
場所：島本町役場地階第五会議室

島本町
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都市計画について
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都市計画とは

• 都市の将来あるべき姿（人口、土地利用、主要施設等）を想定し、
そのために必要な規制、誘導、整備を行い、都市を適正に発展さ
せるための手段のこと

• 例えば、都市計画として定めることができる内容は、以下のもの
がある

土地利用
に関すること

都市施設の整備
に関すること

市街地開発事業
に関すること

地区計画
に関すること
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用途規制

高さ制限

塀の生け垣化

用途規制

敷地細分化禁止

土地利用 市街地開発事業

都市施設の整備 地区計画

計画的な市街化
住居・商業・工
業等の用途を適
正に配分

道路・公園・
下水道・学校
等の重要なイ
ンフラ・施設
を計画的に整
備

一定のエリア内で公共施設の整備と宅地の
開発を一体的に行う

身近な地域の規制
誘導やまちづくり
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島本町役場

・町全域が都市計画区域
・都市計画区域は市街化区域と市街化
調整区域に分かれる

・市街化区域は町の面積の約2割で、
コンパクトなまちが形成されている

・市街化区域には用途地域が定められる

島本町の都市計画

5区域区分等の状況



島本町の都市計画（最近の動き）

〇生産緑地地区の設定
（町内各所・H31、R2）

〇用途地域の変更
地区計画の決定
（百山・R1）

〇区域区分の変更
用途地域の変更
地区計画の決定
下水道計画の変更
土地区画整理事業の決定
（JR島本駅西地区・R1）

JR島本駅西地区の土地利用計画
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• 土地の使い方や道路、公園などの基盤整備の方針など、より良いまちをつくっ
ていくための、総合的な指針としてとりまとめたもの

• 都市計画マスタープランでは、概ね20年後の長期的視点にたって、まちの将来
都市像を明確にし、その実現に向けた大きな方向性を示したもの

（具体的な整備計画等は各部門ごとに別途定める）

• 第五次総合計画では「自然と調和した個性と活力のある人間尊重のまち～いき
いき・ふれあい・やさしい島本～」を将来像として位置づけており、これを都
市計画の面から実現する

都市計画マスタープランとは

都市計画マスタープランで定めた方針に基づいて、国や府とも協議・調整をしながら

土地利用のルールの見直しや、施設の整備などを進める
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都市計画マスタープラン策定の意義

町をとりまく状況
・人口減少、高齢化社会

・持続可能な都市づくり

・ライフスタイル、価値観の多様性
・安全な都市づくりの必要性

など

今後も誰もが快適に暮らすことができ、
住みやすいまちであり続けるための計画

・住み続けたい、住みたいまちであるためには？
・どうすれば地域での暮らしが持続するか？
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策定の考え方

現行計画

改訂計画

住民の意見
• アンケート調査
• ワークショップ
• 説明会
• パブリックコメント

など

現況調査
• 人口推移、将来予測
• 産業
• 交通
• 土地利用
• 防災

など

上位関連計画
• 第五次島本町総合計画
• 島本町人口ビジョン
• 第2期島本町まち・ひと・

しごと創生総合戦略
• 北部大阪都市計画区域マス

タープラン
など

社会的な潮流
• 人口減少、高齢化社会
• 頻発する自然災害
• 持続可能な都市の実現
• 新たな技術の発展

など

上記を踏まえて新しい都市計画マスタープランを作成

• 課題設定
• 取組の方向

など
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島本町の現状について
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人口（現状）

・平成以降は概ね3万人台前後を維持している
・大型マンションなどの大規模な住宅開発が進んでおり、
今後しばらくは人口増加が想定される

・高齢化が進み、平成30年には約27％まで上昇

資料：第五次島本町総合計画

11
人口・世帯数の推移



人口（将来予測）

・将来的には人口減少が予測されている

資料：島本町人口ビジョン（平成28年3月策定）※国立社会保障・人口問題研究所による推計値

※

12
島本町の人口の推移と長期的な見通し



土地利用

道路・鉄軌道敷, 2.5%

田・休耕地, 2.3%

原野・牧野, 10.6%

公園・緑地, 0.8%

山林, 61.0%

社寺敷地・公開庭園, 0.1%

水面, 1.8%

公共施設, 0.3%

官公署, 0.2%

一般市街地, 9.8%

商業業務地, 0.5%

集落地, 2.5%

学校, 1.2%

運動場・遊園地, 1.0%
墓地, 0.1%

工場地, 2.9%
低湿地・荒蕪地, 2.3%

・山林が約6割を占める
・自然豊かな環境が特徴

13土地利用現況図

土地利用の割合



交通

• JR東海道新幹線とJR東海道本線、

阪急京都線が通り、町内にはJR

島本駅と阪急水無瀬駅がある

• 町外には、阪急上牧駅・大山崎

駅、JR山崎駅が近接

• 名神高速道路が通り、周辺には

高槻JCT・IC、大山崎JCT・ICが

ある

• バスは阪急バスが運行

• 町は、福祉ふれあいバスの運行

と大沢居住者に対して、タク

シー配車サービス事業を実施

など

14鉄道・バス路線図



■調査方法
・島本町にお住まいの16歳以上の方3,000人（無作為抽出、令和2年9月末現在）
・期間は令和2年12月に実施

■調査項目
・島本町の現状について
・普段の生活行動について
・まちの将来像やエリアごとの土地利用などまちづくりの考え方について
・景観の資源や課題について
・自由記述
・あなた自身のことについて

■配布回収状況 配布数
回収※

回収数 回収率
3,000 1,496 49.9%

アンケート調査結果
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自然環境の豊かさ 1

通勤・通学の便利さ 2買物の便利さ 3

公共交通（鉄道、バス）の利用しやすさ 4

5 幹線道路の整備状況

保健・医療施設の充実度 6 

高齢者・障害者福祉施設の充実度 7

8 公園やレクリエーション施設の充実度

子育て、教育環境の充実度 9

10 災害（地震、水害など）に対する安全性

防犯面での安全性 11

12 まちなみの美しさ・田園風景の美しさ

13 観光拠点の整備や観光資源の活用の状況

14 歴史文化の豊かさ

15 雇用の場の充実度

総合的な住みやすさ 17
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Ｘ・満足度

高

高低

全体の満足度

平均点 1.57

全体の重要度

平均点 6.14

地域（コミュニティ）とのつながり 16

自然、通勤・通学、

公共交通、総合的

な住みやすさに対

する評価が高く、

重要度も高い

防災、防犯、保健・

医療、買い物の便利

さ、子育て・教育環

境に対する評価が低

く、重要度が高い

■現状の評価（満足度）と重要度

アンケート調査結果

維持・継続重点課題
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買い物など日常生活が便利なまち

道路や公共交通等の交通網の

整った移動に便利なまち

商店や企業・事業所などの事業活動が

活発に行われる、働く場があるまち

静かで落ち着いたまちなみ・

住環境の中で過ごせるまち

緑や水辺、農地など、身近な自然を

感じることができるまち

豊かな歴史文化をいかしたまち

地域の個性をいかした観光が

盛んに行われるまち

災害に強い安全なまち

高齢者や障害の有無などに限らず、

誰もが暮らしやすいバリアフリーのまち

子育て環境が整い、教育・保育施設や公園が

充実した、子育てしやすいまち

住民活動が活発に行われ、

地域のつながりが強いまち

10～30歳代（N=357） 40～50歳代（N=487） 60歳以上（N=642）

世代が高いほど
防災を重視

若い世代は子育て
を重視

いずれの世代も
買い物、住環境、
自然を共通して
重視

アンケート調査結果

■めざすべきまちの将来像
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島本町の特性、状況

• 「島本町らしさ」や「島本町の自慢できるところ」としてどのようなものが
あるか？

【例】
• 交通の利便性に恵まれた環境
• サントリー山崎蒸溜所など特徴的な企業がある
• 「離宮の水」に代表される水がきれいな環境
• 周辺に緑を感じられる住宅地があり、落ち着いた中で暮

らせることが魅力
など
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島本町の課題

• 住みたい、住み続けたいと感じるまちにするために克服すべき課題は？
• 少子高齢化が進む中、まちづくりにおいて何に力を入れるべきか？

【アンケート調査等からみた例】
• 自然が多いが身近に感じることができない（もっと活かすことが必要）
• 空き店舗の増加により、駅周辺のにぎわいがなくなっていっている
• 団地の空き室が増えてきており、対策が必要
• 子育てがしやすい環境づくりやコミュニケーションの場が必要
• 河川の浸水や土砂災害に対して、地域で助け合う仕組みづくりが必要
• 市街化調整区域での農業の持続、集落の持続が課題
• 景観に対する意識が高まってきている
• 将来的に人口減少が予測されるなか、便利で快適な生活を維持するための対策が

必要
など
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